
主催・
お問合せ

助成 トヨタ環境活動助成プログラム

国連は持続可能な開発目標（SDGs）を推進しています。「だれ一人取り
残されない」社会づくりをめざした地域の取組が不可欠です。他方、
SDGs 推進における文化が果たす役割は未だ明確になっていません。本
シンポジウムでは、「祭り」が地域に対して果たす多面的機能について
論じ、SDGs とのつながりを考えます。（なお、本シンポジウムは、トヨタ
環境活動助成プログラム「SDGs 達成をめざした日本の祭りと生物多様性保全
プロジェクト」の助成を受け、中部 ESD拠点協議会が主催します。＊1）

１．趣旨説明：古澤 礼太（中部 ESD拠点・事務局長、中部大学・准教授）
２．話題提供：「祭りと SDGs」石田 芳弘（至学館大学コミュニケーション研究所・所長）
３．パネルディスカッション　　　　　　　　　進行：古澤 礼太
 石田 芳弘（至学館大学コミュニケーション研究所・所長）
 藤井 敏夫（亀崎潮干祭保存会・相談役、元愛知県環境部長）
 立川 芳郎尚冨（六代目立川流・棟梁）

プログラム

祭りとSDGs
祭りの多面的機能をSDGsに活かす

中部 ESD拠点協議会　オンライン・シンポジウム中部 ESD拠点協議会　オンライン・シンポジウム

参加無料

要事前申込（裏面へ）

2021年 8月 6日　 19:00～ 21:00
オンライン（ZOOM）開催

金



お申込み

FAX またはWEB フォームからお申込みください。

申込締切８月４日（水）

お名前

ご所属

メールアドレス

FAX 番号　0568-51-4736

WEB フォーム
WEBフォームにご記入をいただくと、当日のZOOMアカウントが自動的に配信
されます。
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZYodOygrzkpE9EM4pz5JPmxgqxuG
86xWaWN

お申込み頂いた方に、前日までに当日のZOOMアカウントをメールでお送りします。

　中部 ESD 拠点協議会が行う、東海地方における文化と生物多様性の相互関連を学ぶ ESD の推進プロジェクトです。
このプロジェクトを通して、当該地域における市民一人ひとりが、文化及び日常生活との関わりの中で、生物多様性
の重要性を理解し、その保全のために行動する状況につながることを目指します。さらに、生物多様性保全と SDGs
の相互関連を明らかにし、国際的な目標である SDGs の達成にも貢献したいと考えています。その第一歩として、地
域文化の中でも特に「祭り」に焦点を当てて、祭りに係る植物・食べ物（食材）の生育環境保全についての学習プロ
グラムを開発・実施します。

＊1）トヨタ環境活動助成プログラム
「SDGs 達成をめざした日本の祭りと生物多様性」プロジェクトとは
＊1）トヨタ環境活動助成プログラム
「SDGs 達成をめざした日本の祭りと生物多様性」プロジェクトとは

中部 ESD拠点協議会とは中部 ESD拠点協議会とは
2009 年に設置された、国連大学（UNU, 本部: 東京）が世界 179 以上の地域で認定しているESD（Education for 
Sustainable Development）の地域拠点の1つ。対象地域は、愛知・岐阜・三重県であり、事務局を中部大学内に置く。


